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熱
田
社
の
鎮
座
起
源
を
語
る
ま
と
ま
っ
た
古
い
史
料
と
し
て

は
、
釈
日
本
紀
、
巻
七
所
引
の
尾
張
国
風
土
記
逸
文
が
あ
げ
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち

熱
田
社
者
。
昔
日
本
武
命
巡
―
―
歴
東
国
一
還
時
。
要
一
一
尾
張
連
等
遠
祖
宮

酢
媛
命
『
宿
一
一
於
其
家
屯
夜
頭
向
し
閲
。
以
一
一
随
身
劔
一
掛
二
於
桑
木
聿
遺
レ
之

入
レ
殿
。
乃
驚
更
往
坂
し
之
。
劔
有
レ
光
如
レ
神
。
不
し
把
一
一
得
之
『
即
謂
一
一
宮

酢
姫
一
日
。
此
劔
神
気
。
宜
三
奉
レ
斎
し
之
為
一
一
吾
形
影
訶
回
以
立
レ
社
。

由
し
郷
為
し
名
也
。

と
あ
っ
て
、
右
に
み
え
る
剣
は
と
り
も
な
お
さ
ず
草
薙
剣
で
あ
る
。

和
銅
六
（
七
二
一
一
）
年
、
風
土
記
撰
上
の
詔
が
だ
さ
れ
た
頃
に
は
、

熱
田
社
は
こ
の
よ
う
な
由
来
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
問
題
と
な
る
の
は
、
右
の
由
来
を
み
て
も
一
記
紀
に
み
え

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
（
前
川
）

熱
田
社
の
起
源
に
つ

し、る
熱
田
社
に
関
係
あ
る
記
事
を
調
べ
て
み
て
も
、
剣
の
所
持
者
で

あ
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
主
人
公
と
な
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ヤ
マ
ト
タ
ヶ
ル
は
実
在
の
人
物
で
は
な
く
、
そ
の
名
は
倭

の
勇
者
と
い
う
意
で
あ
っ
て
（
１
）
、
記
紀
に
ふ
え
る
タ
ヶ
ル
の
物

語
は
五
世
紀
を
中
心
と
す
る
地
方
豪
族
こ
と
む
け
の
皇
族
将
軍
説

話
が
本
体
で
あ
り
、
そ
れ
が
六
世
紀
の
は
じ
め
に
宮
廷
の
旧
辞
と

し
て
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
（
２
）
、
伝
説
上

の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
草
薙

剣
の
活
躍
は
タ
ケ
ル
の
東
国
遠
征
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
剣
が
伊
勢
神
宮
の
霊
力
を
代
表
し
た
象
徴
で
あ
り
、

記
紀
に
ふ
え
る
タ
ヶ
ル
伝
説
の
述
作
に
は
伊
勢
神
宮
関
係
者
の
加

上
・
発
展
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
（
３
）
。
こ

の
よ
う
に
草
薙
剣
を
ま
つ
る
熱
田
社
の
起
源
は
、
タ
ヶ
ル
伝
説
と

も
伊
勢
神
宮
と
も
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

て

前

川

明
久
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ま
ず
、
熱
田
社
に
ま
つ
ら
れ
た
草
薙
剣
が
、
記
紀
に
は
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
ふ
よ
う
。
周
知
の
よ
う

に
、
こ
の
剣
は
ス
サ
ノ
オ
の
命
が
出
雲
で
入
岐
の
大
蛇
を
退
治
し

た
と
ぎ
、
そ
の
尾
か
ら
出
現
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

神
代
紀
、
宝
剣
出
現
章
の
本
文
に
「
中
有
一
二
剣
扣
此
所
謂
草
薙

剣
也
。
…
素
菱
鳴
尊
日
。
是
神
剣
也
。
吾
何
敢
私
以
安
乎
。
乃
上
一
一

献
於
天
神
一
也
」
と
あ
っ
て
、
剣
は
天
照
大
神
に
献
上
さ
れ
た
。

な
お
、
右
の
一
記
事
に
ふ
え
る
草
薙
剣
に
註
し
て
「
此
云
一
一
倶
娑
那
伎

能
都
留
伎
『
一
書
日
。
本
名
一
一
天
藥
雲
剣
『
蓋
大
馳
所
レ
居
之
上
常

有
一
一
雲
気
『
故
以
名
欺
。
至
一
一
日
本
武
皇
子
一
改
レ
名
日
一
一
草
薙
剣
一
」

と
あ
っ
て
、
こ
の
剣
に
二
種
類
の
名
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し

た
い
。
書
紀
第
一
一
一
書
・
第
三
一
書
・
古
事
記
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

○
是
号
二
草
薙
剣
『
此
今
在
二
尾
張
国
吾
湯
市
村
『
即
熱
田
祝
部
所
掌
之
神

是
也
。
（
紀
第
二
一
書
）

○
即
別
有
二
一
剣
一
焉
。
名
為
二
草
薙
剣
扣
此
剣
昔
在
一
一
素
養
鳴
尊
許
扣
今

在
二
於
尾
張
国
一
也
。
（
紀
第
三
一
書
）

○
坂
一
一
此
大
刀
『
思
二
異
物
一
而
。
白
三
上
於
二
天
照
大
御
神
一
也
。
是
者
草
那

法
政
史
学
第
一
五
号

る
が
、
か
か
る
関
係
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
同

社
の
起
源
を
さ
ぐ
り
た
い
と
思
う
の
が
、
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。

芸
之
大
刀
也
。
（
記
）

と
み
え
、
ア
メ
ノ
ム
ラ
ク
モ
の
剣
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、

ま
た
こ
の
剣
が
尾
張
国
熱
田
社
に
あ
っ
た
こ
と
も
書
紀
し
か
説
明

し
て
い
な
い
。

さ
て
、
こ
の
剣
が
も
っ
と
も
力
を
発
揮
し
て
語
ら
れ
る
の
は
ヤ

マ
ト
タ
ヶ
ル
伝
説
に
お
い
て
で
あ
る
。
タ
ヶ
ル
は
東
国
遠
征
の
出

発
に
あ
た
り
伊
勢
神
宮
に
詣
で
、
娘
の
倭
姫
命
か
ら
草
薙
剣
と

フ
ク
ロ

御
蕊
を
授
け
ら
れ
る
。
タ
ヶ
ル
は
焼
津
（
記
は
相
武
、
紀
は
駿
河

で
の
話
と
し
若
干
の
相
異
が
あ
る
）
で
向
火
の
難
に
あ
う
が
、
古

事
記
で
は
タ
ヶ
ル
が
摸
か
ら
も
ら
っ
た
嚢
の
口
を
開
く
と
火
打
右

が
あ
っ
た
の
で
、
草
薙
剣
で
草
を
刈
り
火
打
石
で
こ
れ
に
火
を
つ

け
、
難
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

書
紀
で
は
火
打
石
で
向
火
を
つ
け
難
を
脱
し
た
と
だ
け
記
し
、
草

薙
剣
の
こ
と
は
で
て
こ
な
い
が
、
こ
の
箇
所
で
。
云
。
王
所
し

伽
叢
雲
自
抽
之
薙
一
一
撰
王
之
傍
草
扣
因
し
是
得
し
免
・
故
号
一
一
其
剣
一

日
一
一
草
薙
一
也
。
叢
雲
此
云
一
一
茂
羅
玖
毛
一
」
（
景
行
四
十
年
紀
）
と
、

こ
の
剣
の
名
の
お
こ
り
を
附
会
し
て
註
し
て
い
る
。
や
が
て
タ
ケ

ル
は
東
征
の
任
を
終
え
て
尾
張
に
立
ち
寄
り
宮
酢
媛
の
許
に
留
ま

る
が
、
伊
吹
の
山
の
神
を
平
定
す
る
た
め
に
剣
を
媛
の
許
に
置
い

た
ま
ま
タ
ヶ
ル
は
出
発
す
る
。
し
か
し
タ
ヶ
ル
は
神
の
票
り
を
受

け
て
敗
北
し
、
尾
張
に
立
ち
寄
ら
ず
に
伊
勢
国
能
煩
野
に
つ
ぎ
、

倭
の
都
を
し
の
ん
で
四
首
の
歌
を
う
た
う
が
「
嬢
子
の
床
の
辺
に

一一
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我
が
置
き
し
つ
る
ぎ
の
太
刀
そ
の
太
刀
ば
や
」
（
４
）
と
う
た
い

お
え
て
没
す
る
の
で
あ
る
。
右
の
歌
は
書
紀
に
は
設
え
な
い
が
、

太
刀
は
あ
き
ら
か
に
草
薙
剣
を
さ
し
て
い
る
。
た
し
か
に
タ
ヶ
ル

の
運
命
は
伊
勢
神
宮
の
霊
力
を
代
表
す
る
こ
の
剣
を
携
行
し
な
か

っ
た
た
め
に
、
き
わ
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
タ
ヶ
ル
の
東
征
伝
説
で
草
薙
剣
の
所
在

を
考
え
て
ふ
る
と
、
そ
れ
は
伊
勢
神
宮
か
ら
東
国
を
経
て
尾
張
に

移
動
し
た
の
で
あ
り
、
「
初
日
本
武
尊
侃
宣
薙
横
刀
。
是
今
在
一
一
尾

張
国
年
魚
市
郡
熱
田
社
一
也
」
（
景
行
五
十
一
年
紀
）
と
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
剣
が
留
ま
り
ま
つ
ら
れ
た
所
が
尾
張
国
熱
田
杜
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
熱
田
社
に
ま
つ
ら
れ
た
草
薙
剣
の
出
所
は
伊
勢
神

宮
で
あ
り
、
記
紀
神
話
で
こ
の
剣
が
伊
勢
神
宮
の
祭
神
で
あ
る
天

照
大
神
に
献
ぜ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
伊
勢
神
宮
に
関
係
の
深
い

神
為
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
古
事
記
の
天
孫
降
臨
説
話
（
５
）
の

中
で
、
こ
の
剣
が
鏡
・
瓊
と
と
も
に
一
一
一
一
ギ
の
命
に
授
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
ひ
い
て
は
熱
田
社
は
伊
勢
神
宮
と
深
い

関
係
を
も
ち
、
こ
の
関
係
が
タ
ヶ
ル
伝
説
に
反
映
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
伊
勢
神
宮
と
熱
田
社
と
の
関
係

を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
熱
田
社
の
所
在
地
で
あ
る
尾
張
と
、
こ

の
祭
祀
に
あ
た
っ
た
宮
酢
媛
を
祖
と
す
る
尾
張
氏
に
つ
い
て
、
大

化
前
代
に
お
け
る
実
態
を
考
察
し
て
ふ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
（
前
川
）

一一一

大
化
前
代
の
尾
張
に
は
、
多
数
の
名
代
・
子
代
の
部
が
設
置
さ

れ
、
し
か
も
朝
廷
の
軍
事
を
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
軍
事
的
部
や

豪
族
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
（
６
）
、
あ
る
い
は
入
鹿
・
間
敷
・

新
家
・
尾
張
の
四
屯
倉
が
置
か
れ
て
お
り
（
７
）
、
同
地
は
大
和
政

権
に
と
っ
て
政
治
的
・
経
済
的
に
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
右
の

名
代
・
子
代
部
の
設
置
年
代
か
ら
考
え
る
と
、
大
和
政
権
の
尾
張

地
方
へ
の
進
出
は
、
少
な
く
と
も
五
世
紀
中
葉
以
降
の
頃
と
思
わ

れ
（
８
）
、
六
世
紀
に
な
る
と
畿
内
あ
る
い
は
東
国
へ
通
ず
る
関
門
と

し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

尾
張
は
、
倭
名
抄
に
よ
る
と
中
島
・
海
部
・
葉
栗
・
丹
羽
・
春

部
・
山
田
・
愛
智
・
智
多
の
八
郡
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
八
世
紀

末
ま
で
に
右
の
諸
郡
の
う
ち
農
業
生
産
力
の
高
い
濃
尾
平
野
の
中

枢
部
に
あ
た
る
諸
郡
に
尾
張
氏
の
氏
姓
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。尾
治
連
牛
麻
呂

尾
治
連
若
子
麻
呂

尾
張
宿
禰
乎
己
志

氏
姓
一
職
掌
一
位
階
一
出

典

愛
智
郡
大
領

一一一

続
紀
、
大
宝
二
年
十

一
月
条〃

続
紀
、
和
銅
二
年
五

月
条
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右
の
表
か
ら
大
化
前
代
に
お
け
る
尾
張
氏
の
勢
力
圏
を
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
、
中
島
・
愛
智
・
春
部
・
山
田
の
諸
郡
に
勢
力
を

扶
植
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
尾
張
地
方
の
古
墳

分
布
状
態
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
（
下
表
参
照
）
。
こ
の
表
に
よ
る

と
、
尾
張
氏
の
氏
姓
を
検
出
し
え
た
中
島
・
春
部
・
山
田
・
愛
智

な
ど
の
諸
郡
に
は
古
墳
分
布
が
認
め
ら
れ
、
た
め
に
こ
の
地
方
の

古
墳
文
化
の
に
な
い
手
と
な
っ
た
豪
族
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
尾

張
氏
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
尾
張
地
方
の
古
墳

が
巨
大
化
の
頂
点
に
達
す
る
時
期
が
後
期
（
前
・
中
期
の
）
初
頭

尾
張
宿
禰
人
足

尾
張
連
石
弓

尾
張
連
（
名
欠
）

尾
張
宿
禰
小
倉

小
治
田
連
薬

（
尾
張
宿
禰
）

尾
張
宿
禰
久
玖
利

尾
張
連
孫

尾
張
連
牛
養

氏
姓
一
職
掌
一
位
階
一
出

典

法
政
史
学
第
一
・
五
号

春
部
郡
（
？
）

大
領

春
部
郡
（
？
）

主
政

中
島
郡
（
？
）

郡
司

命
婦

尾
張
国
造

山
田
郡
人

中
島
郡
大
領

春
部
郡
山
村

郷
戸
主

同
右
戸
口

従
六
下

外
大
初
位
上

勲
十
二
等

従
八
下

外
正
八
上

大
初
位
下

天
平
二
年
尾
張
国
正

税
帳
（
大
日
本
古
文

書
ご

〃

天
平
六
年
尾
張
国
正

税
帳
（
寧
楽
遺
文
上
）

続
紀
、
天
平
十
九
年

一
一
一
月
条

続
紀
、
神
護
景
雲
二

年
十
二
月
条

霊
異
記
中
巻
二
十
七

某
年
勘
籍
歴
名
（
寧

楽
遺
文
下
）

〃

に
く
だ
る
と
ゑ
ら
れ
て
い
る
が
（
９
）
、
畿
内
古
墳
文
化
は
尾
張
地
方

へ
比
較
的
早
い
時
期
に
波
及
し
、
同
地
方
の
古
墳
の
巨
大
化
し
た

六
世
紀
前
半
頃
に
は
、
こ
れ
を
築
造
し
た
豪
族
Ⅱ
尾
張
氏
の
勢
力

も
か
な
り
強
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
熱
田
社
の
所
在
地
で
あ
っ
た
年
魚
市
郡
は
、
年
魚
市
が

愛
智
に
転
訓
し
た
の
で
あ
り
愛
智
郡
を
さ
す
が
、
こ
の
郡
は
年
魚

市
県
の
旧
地
で
あ
っ
た
（
四
・
こ
の
よ
う
に
県
の
所
在
地
に
熱
田

社
が
祭
祀
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
上
田
正
昭
氏
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
県
制
と
は
越
前
よ
り
尾
張
・
美
濃
を
東
限
と
し
て

西
日
本
中
心
に
展
開
し
た
初
期
大
和
政
権
の
地
方
支
配
体
制
で
あ

古墳数｜今日の行政区画郡名(倭名抄）

中島 中島郡郡 ２

海部郡海部 郡 0

葉栗郡葉栗郡 ２

丹羽郡丹羽郡 ４

西春日井郡（３）

春日井市（３）

東春日井郡（９）

春部郡

山田郡 ｝ 1５

名古屋

愛知

市（８）

郡（１）
四愛智 郡 ９

智多 知多郡郡 ２

この表は斎藤忠氏編『日本古墳文化資料

綜覧』第２分冊所収の重要遺跡地名表を

参照して作成した。
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っ
て
、
一
一
一
世
紀
後
半
よ
り
五
世
紀
に
か
け
て
発
展
し
た
が
、
六
・

七
世
紀
に
な
る
と
全
く
遺
制
化
し
代
わ
っ
て
国
造
制
が
新
し
い
支

配
体
制
と
し
て
五
・
六
世
紀
に
か
け
て
樹
立
し
た
と
述
べ
ら
れ

た
、
）
。
そ
う
す
る
と
年
魚
市
県
は
少
な
く
と
も
五
世
紀
代
に
は

存
在
し
て
い
た
と
ふ
ら
れ
、
古
墳
の
分
布
数
が
一
郡
に
多
く
集
中

し
て
い
る
年
魚
市
県
を
ふ
く
む
愛
智
郡
が
、
こ
の
頃
の
尾
張
氏
の

勢
力
中
心
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
尾
張
氏
は

六
世
紀
前
半
頃
ま
で
に
は
年
魚
市
県
（
愛
智
郡
）
を
中
心
と
し
て

四
方
の
諸
郡
に
わ
た
る
地
域
に
勢
力
を
拡
大
し
、
尾
張
国
造
と
し

て
の
版
図
を
確
立
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
重
ね
て
上
田

氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
初
期
大
和
政
権
の
権
力
拡
大
に
お
い
て
宗

教
的
に
も
地
方
信
仰
の
上
に
特
殊
の
地
位
を
も
っ
た
族
長
と
祭
祀

集
団
が
県
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
首
長
が
県
主
と
し
て
従
属

を
ふ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
考
さ
れ
た
（
翌
。
も
し
県
が
そ
の
地

方
の
信
仰
や
祭
祀
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
す

る
な
ら
ば
、
年
魚
市
県
に
祭
祀
さ
れ
た
熱
田
社
の
性
格
も
理
解
で

き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
熱
田
社
は
年
魚
市
県
を
勢
力

中
心
地
と
し
て
い
た
尾
張
氏
の
奉
ず
る
神
を
ま
つ
っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
同
時
に
尾
張
氏
は
尾
張
地
方
の
信
仰
や
祭
祀
を
管
掌
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
同
氏
の
配
下
に
は
祭
祀
集
団
と
し
て
の
熱
田

祝
部
が
属
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
き
に
承
た
よ
う

に
尾
張
氏
が
農
業
生
産
力
の
高
い
濃
尾
平
野
の
中
枢
部
に
勢
力
を

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
（
前
川
）

拡
大
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
然
神
よ
り
進
化
し
た
土
地
の
神
で

あ
り
、
ま
た
農
業
生
活
を
守
る
機
能
を
も
っ
た
尾
張
氏
の
氏
族
共

同
体
の
守
護
神
を
ま
つ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
た
い
。
加
え
て
尾

張
氏
の
た
ず
さ
わ
っ
た
熱
田
社
の
祭
祀
は
、
県
制
か
ら
国
造
制
に

移
行
し
同
氏
が
尾
張
国
造
と
し
て
の
版
図
を
確
立
し
て
か
ら
後

も
、
国
造
の
重
要
職
掌
の
一
つ
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
と
思
う
の

で
あ
る
。

四

周
知
の
よ
う
に
、
尾
張
氏
が
古
代
史
上
に
目
立
っ
た
活
躍
を
示

す
の
は
壬
申
の
乱
に
お
い
て
で
あ
り
、
天
武
天
皇
側
に
つ
い
た
功

臣
と
し
て
尾
張
宿
禰
大
隅
と
尾
張
連
馬
身
が
あ
げ
ら
れ
る
（
翌
。

こ
の
二
人
に
授
け
ら
れ
た
位
階
は
と
も
か
く
功
田
賜
与
は
死
後
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
注
意
し
た
い
の
は
、
天

武
朝
の
賜
姓
は
壬
申
の
乱
と
深
い
関
係
を
も
ち
、
古
事
記
の
編
纂

に
も
こ
の
乱
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら

尾
張
氏
に
つ
い
て
み
る
と
、
連
か
ら
宿
禰
へ
の
賜
姓
や
古
事
記
に

同
氏
の
系
譜
が
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
お
ぎ
ら
か
に

壬
申
の
乱
に
よ
っ
て
同
氏
の
立
場
を
確
乎
た
る
も
の
に
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
翌
。

古
事
記
に
ふ
え
る
尾
張
氏
の
系
譜
記
事
で
注
意
し
た
い
の
は
、

同
氏
出
自
の
后
妃
の
所
伝
が
孝
昭
・
崇
神
・
継
体
記
と
あ
わ
せ
て

五
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右
の
表
で
后
妃
・
皇
子
女
の
所
伝
が
記
紀
と
も
に
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
の
は
、
継
体
天
皇
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記

三
度
も
象
え
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
、
一
記
紀
に
よ
っ
て
こ
の
所
伝

を
対
照
し
て
ゑ
る
と
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

継
体 崇

神

孝
昭

二
王
一
一
一
ｍ

尾
張
連
等
之
祖
。

几
連
之
妹
。

「
叩
細
醐
縦
醗

競
冨
阿
麻
比
Ｉ

目
子
郎
女
Ｉ

尾
張
連
之
祖
。

尾
張
連
之
祖
。
奥

津
余
曽
之
妹
。

余曽多本砒Ｉ、銃樒啼枠寿
売
命

（
孝
安
）

法
政
史
学
第
一
五
号

“
難
鶴

｜Ｉ｜｜
売十日沼千八大
命市売名命坂入
之命木之杵
入之入命
日入日

国
王
７
十
Ｊ
，
行
〆
一
二
回

ｌ
広
国
排
武
金

日
尊
（
安
閑
）

目
子
媛
１
１
武
小
広
国
排

盾
尊
（
宣
化
）

尾
張
連
草
香
女
。

尾
張
大
海
媛
Ｉ

１１１
命十命淳八
市名坂
瓊城入
入入彦
姫姫命

ロ
エ
マ
十
Ｊ
Ｉ
Ｄ

紀
に
ふ
え
る
后
妃
や
皇
子
女
の
所
伝
は
帝
紀
の
一
記
載
に
も
と
づ
く

も
の
で
あ
り
、
帝
紀
復
元
の
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
津

田
左
右
吉
氏
は
、
帝
紀
が
は
じ
め
て
述
作
さ
れ
た
の
は
継
体
ｌ
鉄

明
朝
の
頃
と
さ
れ
壷
）
、
ま
た
井
上
光
貞
氏
は
、
帝
紀
の
信
瀝
性

に
つ
い
て
五
世
紀
の
天
皇
た
ち
以
後
、
仁
徳
ま
た
は
履
中
以
後
は

天
皇
の
名
や
続
柄
・
皇
居
・
后
妃
・
皇
子
女
な
ど
も
代
々
正
し
く

伝
え
ら
れ
た
所
伝
を
一
記
録
し
た
も
の
と
ゑ
て
よ
い
と
述
べ
ら
れ

た
Ｂ
）
。
そ
う
す
る
と
、
右
に
承
た
孝
昭
・
崇
神
の
所
伝
は
帝
紀

と
し
て
の
信
瀝
性
の
少
な
い
も
の
と
し
て
除
外
す
る
と
、
信
を
置

き
う
る
の
は
継
体
天
皇
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
継

体
・
欽
明
両
朝
に
お
け
る
動
乱
の
史
的
背
景
や
継
体
天
皇
の
立
后

妃
記
事
を
手
が
か
り
と
し
て
こ
の
頃
の
政
治
過
程
を
巧
承
に
分
析

さ
れ
た
論
考
に
は
、
林
屋
辰
三
郎
．
直
木
孝
次
郎
両
氏
の
も
の
が

あ
る
分
）
。
す
な
わ
ち
仁
徳
天
皇
の
血
統
が
武
烈
天
皇
で
絶
え
た

た
め
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
が
あ
り
、
応
神
天
皇
五
世
の
孫

と
称
す
る
男
大
通
王
が
越
前
よ
り
迎
え
ら
れ
即
位
し
た
の
が
継
体

天
皇
で
あ
っ
て
、
近
江
・
尾
張
方
面
の
地
方
勢
力
の
支
援
を
受
け

て
大
和
に
進
入
し
大
和
勢
力
を
併
せ
て
皇
位
を
継
承
し
た
が
、
同

天
皇
の
死
後
、
諸
皇
子
の
う
ち
目
子
媛
（
記
で
は
目
子
郎
女
）
所

生
の
安
閑
・
宣
化
両
天
皇
と
手
白
香
皇
女
（
仁
賢
天
皇
の
皇
女
）

所
生
の
欽
明
天
皇
を
代
表
と
す
る
大
和
勢
力
と
が
対
立
し
、
後
者

の
勝
利
に
よ
っ
て
、
前
記
の
地
方
勢
力
は
敗
北
し
両
朝
は
合
一
す

一ハ
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る
の
で
あ
る
。
六
世
紀
に
な
る
と
大
和
政
権
は
東
国
経
営
に
主
力

を
傾
け
る
が
、
こ
の
両
朝
の
対
立
は
東
国
交
通
路
の
設
定
に
も
影

響
を
与
え
、
尾
張
氏
と
関
係
が
あ
る
安
閑
・
宣
化
両
朝
側
は
尾
張

経
由
の
陸
路
を
と
り
う
る
が
、
欽
明
朝
側
は
尾
張
を
通
過
で
き
な

く
な
り
、
南
伊
勢
か
ら
伊
勢
湾
を
横
断
し
三
河
へ
上
陸
す
る
海
路

を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
に
南
伊
勢
が
重
要
視
さ
れ
た

た
め
伊
勢
神
宮
の
地
位
が
高
ま
り
、
欽
明
朝
の
は
じ
め
に
皇
室
と

の
関
係
が
強
化
・
確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
と
の
直
木
氏
の
指
摘
は

興
味
深
い
色
）
。
さ
ら
に
考
え
る
と
、
両
朝
合
一
後
の
欽
明
朝
に

は
東
国
に
至
る
二
つ
の
交
通
路
が
両
方
と
も
利
用
可
能
と
な
っ
た

と
思
わ
れ
、
こ
の
こ
と
は
伊
勢
湾
を
と
り
ま
く
伊
勢
・
尾
張
・
三

河
な
ど
の
諸
国
を
相
互
に
結
び
つ
け
、
東
国
経
営
の
進
行
と
と
も

に
危
険
や
制
約
の
あ
る
海
路
利
用
の
南
伊
勢
経
由
コ
ー
ス
よ
り

も
、
や
は
り
陸
路
の
尾
張
経
由
の
コ
ー
ス
が
再
び
重
視
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
南
伊
勢
経
由
の
コ
ー

ス
に
お
い
て
東
国
の
関
門
で
あ
っ
た
伊
勢
に
伊
勢
神
宮
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
尾
張
経
由
の
コ
ー
ス
で
は
東
国
と
の
陸
路
交
通
の
要
地

に
あ
る
尾
張
氏
祭
祀
の
熱
田
社
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

す
で
に
述
べ
ぎ
た
っ
た
よ
う
に
、
尾
張
氏
は
継
体
天
皇
擁
立
の

一
地
方
勢
力
と
し
て
后
妃
を
出
し
、
さ
ら
に
安
閑
・
宣
化
両
天
皇

の
支
援
勢
力
と
し
て
大
和
勢
力
に
対
抗
し
え
た
の
も
、
前
節
に
承

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
（
前
川
）

五

前
節
に
ふ
た
六
世
紀
前
半
頃
に
お
け
る
政
治
情
勢
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
考
え
て
ふ
た
い
。
そ
こ
で

再
び
と
り
あ
げ
た
い
の
は
草
薙
剣
で
あ
る
。
こ
の
剣
の
一
名
が
ア

メ
ノ
ム
ラ
ク
モ
の
剣
と
命
名
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
記
紀
に
あ
き
ら

か
で
あ
る
が
、
「
豊
受
大
神
宮
禰
宜
補
任
次
第
」
西
）
を
糸
る
と
、

伊
勢
外
宮
の
禰
宜
度
会
氏
の
祖
に

天牟羅雲命一椛廠に胤齢函
と
あ
っ
て
、
剣
の
名
を
神
名
と
し
て
い
る
神
が
ゑ
え
、
ニ
ニ
ギ
の

命
の
降
臨
に
随
伴
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
名

は
記
紀
に
ふ
え
な
い
。
つ
ぎ
に

大
若
干
命
鵬
銘
献
・

を
あ
げ
、
こ
の
所
伝
に

越
国
荒
振
凶
賊
阿
彦
在
天
不
し
従
一
篁
化
扣
坂
平
仁
罷
止
詔
天
。
標
劔
賜

遣
喜
即
幡
主
罷
行
取
平
天
返
事
白
時
。
天
皇
歓
給
天
。
大
幡
主
名
加

給
支
。

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
筋
書
は
ヤ
マ
ト
タ
ヶ
ル
の
東
征
説
話

七

た
よ
う
に
農
業
生
産
力
の
高
い
濃
尾
平
野
の
中
枢
部
を
占
拠
し
、

尾
張
地
方
に
お
け
る
巨
大
な
古
墳
文
化
の
所
有
者
と
し
て
六
世
紀

前
半
に
強
大
な
勢
力
を
も
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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法
政
史
学
第
一
五
号

に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
興
味
が
ひ
か
れ
る
。
さ
ら
に
延
喜
式
や

止
由
気
宮
儀
式
帳
に
よ
る
と
、
外
宮
の
摂
社
に
「
草
奈
伎
神
社
」

の
名
が
み
え
草
薙
剣
が
伊
勢
外
宮
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

伊
勢
神
宮
は
皇
祖
神
で
あ
る
天
照
大
神
を
ま
つ
る
内
宮
と
、
穀

物
神
で
あ
る
豊
受
大
神
を
ま
つ
る
外
宮
と
に
分
れ
て
い
る
が
、
こ

の
起
源
に
つ
い
て
両
宮
と
も
元
来
伊
勢
南
部
の
地
方
神
（
太
陽
神
）

と
し
て
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
大
和
の
天
照
大
神
の
信
仰
が
入
り

こ
ん
で
き
た
と
き
に
、
地
方
神
の
も
つ
性
質
の
う
ち
日
の
神
と
し

て
の
信
仰
が
天
照
大
神
と
習
合
合
体
し
て
内
宮
と
な
り
、
在
来
の

地
方
神
の
祭
祀
が
外
宮
と
し
て
存
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
（
型
。
外
宮
が
在
来
の
地
方
神
（
士
地
の
神
・
農
業
生
活

を
守
る
神
）
の
祭
祀
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
の
は
、
同
宮
の
禰
宜
度

会
氏
が
地
名
を
氏
の
語
と
し
て
何
等
中
央
の
有
力
氏
族
と
の
関
係

を
も
た
な
い
土
着
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
（
翌
か
ら
も
察
せ
ら
れ
、

お
そ
ら
く
右
に
み
た
両
宮
の
分
化
と
祭
祀
の
変
化
は
、
六
世
紀
前

半
の
鉄
明
朝
に
は
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
・
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
日
の
神
と
し
て
の
天
照
大
神

の
信
仰
を
め
ぐ
る
習
合
合
体
が
行
わ
れ
た
後
も
、
外
宮
は
地
方
神

の
祭
祀
を
存
続
し
、
し
か
も
剣
を
摂
社
と
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
土
地
の
神
で
あ
り
農
業
生
活
を
守
る
神
と
し

て
の
外
宮
の
摂
社
に
剣
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
は
奇
異
に
感
じ
ら

れ
る
が
、
農
業
生
活
と
剣
と
の
関
係
に
つ
い
て
古
代
農
業
労
働
に

お
け
る
共
同
性
が
集
団
の
統
一
を
必
要
と
し
、
こ
の
統
一
が
何
等

か
の
象
徴
的
事
物
に
か
け
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
、
集
団

的
威
力
の
象
徴
と
し
て
剣
が
用
い
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
た
肥
後
和

男
氏
の
指
摘
翁
）
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
剣
は
農
業
生
活

の
守
護
的
機
能
を
は
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
タ
ヶ
ル
の

東
征
説
話
で
も
草
薙
剣
は
焼
津
の
火
難
に
お
い
て
草
を
な
ぎ
倒
し

た
だ
け
で
あ
っ
て
、
敵
を
斬
っ
た
よ
う
な
活
躍
を
記
さ
ず
、
ま
た

シ
ル
シ
ノ
ケ
ン

大
若
干
命
の
所
伝
を
み
て
も
剣
は
標
剣
で
あ
っ
て
（
躯
）
、
あ
く
ま

で
剣
は
実
用
目
的
か
ら
離
れ
た
護
身
的
象
徴
物
と
し
て
の
役
割
し

か
は
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、
原
タ
ヶ

ル
伝
説
で
は
ち
ょ
う
ど
大
若
子
命
の
所
伝
の
よ
う
に
、
タ
ヶ
ル
の

携
行
し
た
剣
に
名
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
記
紀
に
み
る
よ
う
に

焼
津
の
火
難
を
救
っ
た
こ
と
か
ら
剣
の
名
に
「
童
薙
」
と
命
名
さ

れ
た
の
は
、
や
は
り
伊
勢
神
宮
の
霊
力
を
強
調
す
る
た
め
に
神
宮

関
係
者
に
よ
る
改
作
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
「
草
薙
」
の

名
も
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
案
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
の
剣
の
一
の
名
を
ア
メ
ノ
ム
ラ
ク
モ
と
す
る
の
は
、
こ
の

名
が
記
紀
と
も
に
本
文
に
み
え
ず
書
紀
で
は
註
記
に
み
え
て
い
る

の
で
、
む
し
ろ
後
に
案
出
・
附
与
さ
れ
た
名
で
は
な
い
か
と
疑
わ

せ
る
。
こ
の
名
が
度
会
氏
の
祖
神
で
あ
る
天
牟
羅
雲
命
の
名
を
ひ

い
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
し
か
も
、
こ
の
神
名
は
古
事
記
の

八
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天
孫
降
臨
条
に
登
由
気
神
が
み
え
る
の
に
も
と
づ
い
て
、
度
会
氏

の
祖
先
の
天
孫
降
臨
随
伴
の
話
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

た
信
仰
対
象
の
上
で
の
名
と
み
ら
れ
て
い
る
塗
）
。
古
事
記
の
天

孫
降
臨
条
に
み
え
る
登
由
気
神
の
部
分
が
多
分
七
世
紀
代
に
外
宮

の
由
来
を
説
明
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
新
し
い
伝
え
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
妬
）
か
ら
推
察
す
る
と
、
ア
メ
ノ
ム
ラ
ク

モ
が
剣
の
名
と
し
て
命
名
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
く
と
も
記
紀
が
編

纂
さ
れ
た
八
世
紀
の
は
じ
め
ま
で
に
伊
勢
外
宮
の
度
会
氏
の
所
伝

か
ら
一
記
紀
に
く
み
こ
ま
れ
註
記
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
て
、
タ
ヶ
ル
の
東
征
説
話
に
語
ら
れ
て
い
る
草
薙
剣
は
護
身

の
剣
と
し
て
携
行
さ
れ
る
が
、
留
め
置
か
れ
た
と
こ
ろ
は
一
記
紀
と

も
に
一
記
す
よ
う
に
尾
張
で
あ
る
。
剣
の
移
動
し
た
地
点
を
極
言
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
伊
勢
か
ら
尾
張
に
移
さ
れ
た
だ
け
に
す
ぎ
な

い
。
こ
の
説
話
に
お
い
て
草
薙
剣
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
部
分
が
伊

勢
神
宮
関
係
者
の
加
上
・
発
展
が
加
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る

が
、
東
征
説
話
の
骨
子
と
も
な
っ
て
い
る
剣
の
移
動
に
も
同
様
の

こ
と
が
い
い
う
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
前
節
で
ゑ
た
よ
う
な
欽

明
朝
に
お
け
る
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
皇
室
と
の
関
係
が
強
化
・
確

立
し
た
伊
勢
神
宮
の
神
威
は
尾
張
・
三
河
地
方
に
も
進
出
・
発
展

し
、
熱
田
社
の
祭
神
が
尾
張
氏
の
守
護
神
で
あ
り
な
が
ら
、
土
地

の
神
・
農
業
生
活
を
守
る
神
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
熱
田
社
が
伊

勢
神
宮
と
り
わ
け
外
宮
の
信
仰
と
習
合
合
体
し
た
こ
と
を
示
す
も

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
（
前
川
）

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
和
の
宮
廷
関
係
者
に
よ
っ
て
述
作
さ
れ

た
原
タ
ケ
ル
伝
説
は
、
六
世
紀
前
半
以
降
に
行
な
わ
れ
た
東
国
経

営
の
進
行
と
、
欽
明
朝
以
降
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
の
神
威
の
東
方

発
展
と
そ
れ
に
伴
な
う
熱
田
社
と
の
習
合
合
体
が
行
な
わ
れ
た
こ

と
を
基
礎
と
し
、
草
薙
剣
を
東
征
に
も
随
伴
し
た
と
し
て
神
宮
関

係
者
の
加
上
・
発
展
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
右
に

糸
た
よ
う
な
習
合
合
体
が
行
な
わ
れ
、
熱
田
社
に
伊
勢
外
宮
か
ら

剣
が
分
祀
さ
れ
た
の
は
、
前
節
に
み
た
よ
う
に
両
朝
が
合
一
し
尾

張
地
方
が
重
視
ざ
れ
東
国
経
営
の
進
行
に
大
き
な
役
割
を
は
た
す

欽
明
朝
中
期
の
六
世
紀
中
葉
の
頃
と
考
え
、
こ
の
時
期
を
熱
田
社

成
立
の
実
年
代
と
糸
た
い
の
で
あ
る
。

一〈

熱
田
社
成
立
の
実
年
代
を
六
世
紀
中
葉
の
頃
と
推
定
し
た
が
、

記
紀
を
ひ
も
と
く
と
鉄
明
朝
以
降
に
は
熱
田
社
や
童
薙
剣
に
関
す

る
記
事
は
次
の
二
つ
が
着
目
さ
れ
る
位
で
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
見

当
ら
な
い
。

③
是
歳
。
沙
門
道
行
盗
一
一
草
薙
剣
一
逃
一
一
向
新
羅
扣
而
中
路
風
雨
。
荒
迷

而
帰
。
（
天
智
七
年
紀
）

⑧
ト
ー
天
皇
病
『
巣
一
一
草
薙
剣
『
即
日
。
送
二
置
干
尾
張
国
熱
田
社
『
（
朱

鳥
元
年
紀
六
月
戊
寅
条
）

右
の
二
つ
の
記
事
か
ら
天
武
朝
に
い
た
る
ま
で
の
熱
田
社
の
変

九
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法
政
史
学
第
一
五
号

遷
を
説
く
こ
と
は
甚
だ
至
難
で
あ
る
が
、
い
ま
ま
で
述
べ
ぎ
た
っ

た
考
察
を
援
用
し
て
考
え
て
ふ
た
い
。

側
の
記
事
は
草
薙
剣
の
盗
難
事
件
を
一
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
、
剣
が
盗
ま
れ
た
場
所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
語
拾
遺
に

も
「
草
薙
神
剣
者
。
尤
是
。
天
璽
。
白
一
一
一
日
本
武
尊
榿
旋
之
年
『

留
在
一
一
尾
張
熱
田
社
扣
外
賊
愉
逃
。
不
し
能
し
出
し
境
。
神
物
霊
験
。
…
」

と
同
工
異
曲
な
記
事
が
承
え
る
よ
う
に
、
熱
田
社
か
ら
盗
永
出
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
側
の
一
記
事
は
事
件
の
起
っ
た
日
も
記

さ
ず
是
歳
と
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
書
き

方
か
ら
後
世
の
追
記
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
こ
の
盗
難
事
件

が
七
世
紀
後
半
か
ら
書
紀
編
纂
時
の
八
世
紀
は
じ
め
ま
で
に
は
中

央
で
重
要
視
き
れ
て
お
り
、
宮
廷
人
の
意
識
に
の
ぼ
っ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問

題
と
な
る
の
は
、
こ
の
事
件
後
の
剣
の
所
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
『
書
紀
通
釈
』
に
は
、
剣
が
道
行
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
、
そ
れ

以
後
宮
中
に
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
或
説
を
引
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
飯
田
武
郷
も
疑
問
視
し
て
い
る
よ
う
に
疑
わ
し
く
鋸
）
、

盗
難
以
後
も
剣
は
熱
田
社
に
存
在
し
て
い
た
と
ふ
る
べ
き
で
あ

る
。
⑧
も
こ
れ
ま
た
唐
突
な
一
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
天
武

天
皇
の
宮
廷
に
草
薙
剣
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
い
。
熱
田
社
か
ら
宮
中
に
も
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、
永
禄
八
年
、
僧
道
器
が
撰
し
た
『
新

撰
和
漢
合
図
』
に
天
武
十
三
年
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
武
郷
は

こ
れ
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
（
〃
）
、
こ
の
こ
と
は
書
紀
に
ふ
え
ず
、

ま
た
そ
の
年
代
に
は
信
が
置
き
が
た
い
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
時
期
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
書
紀
に
ふ
え
る
持
統

天
皇
の
即
位
記
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

物
部
暦
朝
臣
樹
一
一
大
眉
毛
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
読
一
一
天
神
寿
詞
一
畢
。

忌
部
宿
禰
色
夫
知
。
奉
下
上
神
璽
剣
鏡
於
皇
后
鬘
。
皇
后
即
一
一
天
皇
位
や

（
持
統
四
年
紀
正
月
条
）

と
詳
細
に
一
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
神
祇
令
、
践
柞
条
に
「
几
践

炸
之
日
。
中
臣
奏
一
一
天
神
寿
詞
王
忌
部
上
一
一
神
璽
之
鏡
剣
一
」
と
ふ

え
、
特
統
紀
の
記
事
と
全
く
合
致
す
る
の
で
、
右
の
令
女
は
浄
御

原
令
に
も
そ
の
ま
ま
存
在
し
て
い
た
と
承
ら
れ
て
い
る
（
空
。
持

続
天
皇
の
即
位
儀
式
次
第
は
浄
御
原
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
の
っ

と
っ
て
荘
厳
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
持
統
天
皇
は
天
武
天
皇

の
皇
后
と
し
て
壬
申
の
乱
に
従
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
乱
の
直

接
の
勝
利
者
で
あ
っ
た
天
武
天
皇
の
即
位
記
事
を
承
る
と

癸
未
。
天
皇
命
二
有
司
扣
設
二
壇
場
『
即
二
帝
位
於
飛
鳥
浄
御
原
宮
『
（
天

武
二
年
紀
正
月
条
）

と
あ
っ
て
、
持
続
天
皇
の
そ
れ
と
く
ら
べ
る
と
き
わ
め
て
簡
略
で

あ
る
。
い
ま
、
持
統
紀
に
ふ
た
即
位
儀
式
次
第
で
神
璽
の
剣
・
鏡

が
奉
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
、
歴
代
天
皇
の
即
位

￣

○
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記
事
を
書
紀
か
ら
ひ
ろ
っ
て
ふ
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

○
（
允
恭
元
年
紀
）
則
謂
二
群
卿
一
日
。
皇
子
将
レ
聴
一
一
筆
臣
之
請
壺
今
当
レ

上
一
一
天
皇
璽
符
『
於
是
筆
臣
大
喜
。
即
日
棒
一
一
天
皇
之
璽
符
一
再
拝
上
焉
。

○
（
清
寧
即
位
前
粁
）
冬
十
月
己
已
朔
壬
申
。
大
伴
室
屋
大
連
率
一
一
臣
連

等
扣
奉
一
一
璽
於
皇
太
子
宅

○
（
顕
宗
即
位
前
紀
）
十
二
月
百
官
大
会
。
皇
太
子
億
計
取
一
一
天
皇
之
璽
『

置
一
一
之
天
皇
之
坐
宅
再
拝
従
―
―
諸
臣
之
位
一
日
。
（
下
略
）

○
（
継
体
元
年
締
）
甲
午
。
大
伴
金
村
連
乃
脆
上
一
一
天
子
鏡
剣
璽
符
一
再
拝
。

○
（
宣
化
即
位
前
紀
）
二
年
十
二
月
。
勾
大
兄
広
国
押
武
金
日
天
皇
崩
無
し

嗣
。
群
臣
奏
一
一
上
剣
鏡
於
武
小
広
国
押
盾
尊
扣
使
一
一
即
天
皇
之
位
一
焉
・

○
（
推
古
即
位
前
紀
）
群
臣
請
一
一
淳
中
倉
太
珠
敷
天
皇
之
皇
后
額
田
部
皇

女
宅
以
将
レ
令
二
践
詐
『
皇
后
辞
譲
之
。
百
寮
上
し
表
勧
進
至
一
一
千
三
扣
乃

従
之
。
因
以
奉
一
一
天
皇
璽
印
扣

○
（
録
明
元
年
紀
）
丙
午
。
大
臣
及
群
卿
共
以
一
一
天
皇
之
璽
印
扣
獄
一
一
於
田

村
皇
子
『

○
（
孝
徳
即
位
前
紀
）
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
授
一
一
璽
綬
一
禅
し
位
。

右
の
記
事
中
に
糸
え
る
幽
符
・
璽
・
璽
印
は
す
べ
て
「
ミ
シ
ル

シ
」
と
よ
ゑ
、
即
位
の
象
徴
物
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

が
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
継
体
・
宣
化
両
紀
の
よ
う
に
鏡
・
剣
と

明
記
さ
れ
、
神
祇
令
に
も
「
此
即
以
一
一
鏡
剣
一
称
し
蕊
」
と
ふ
え
る

こ
と
か
ら
単
に
鏡
・
剣
を
さ
す
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
蕊
に

印
・
符
や
綬
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
集
解
、
神
祗
令
、
古
記
に

「
唐
令
所
し
云
。
蝋
者
以
一
一
白
玉
一
為
一
一
之
印
一
也
」
と
承
え
る
の
で
、

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
（
前
川
）

あ
な
が
ち
鏡
・
剣
を
さ
す
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
鏡
・
剣
が

皇
位
継
承
を
象
徴
す
る
伝
世
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
疑
わ

し
く
、
総
じ
て
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
中
国
の
即
位
儀
式
の
潤
色
が

加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
で
注

意
し
た
い
こ
と
は
、
ミ
シ
ル
シ
の
奉
献
者
が
群
臣
・
百
寮
で
あ
り

（
こ
れ
ら
の
語
に
も
後
世
の
潤
色
が
認
め
ら
れ
よ
う
）
、
こ
の
ミ
シ

ル
シ
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
に
即
位
し
え
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
シ
ル
シ
は
即
位
の
象
徴
的
意
味
を
も
つ
と
同

時
に
、
群
臣
の
天
皇
に
対
す
る
服
属
的
意
志
の
表
徴
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
景
行
十
二
年
紀
に
ふ
え
る
神
夏
磯
媛

が
磯
津
山
の
賢
木
の
上
枝
に
は
八
握
剣
を
か
げ
、
中
枝
に
は
八
足

鏡
を
、
下
枝
に
は
八
尺
瓊
を
か
け
て
帰
順
し
た
話
、
あ
る
い
は
仲

哀
八
年
紀
に
筑
紫
崗
県
主
や
伊
親
県
主
な
ど
の
地
方
豪
族
が
服
属

す
る
際
、
五
百
賢
木
に
白
銅
鏡
。
十
握
剣
・
入
尺
瓊
を
か
げ
て
天

皇
の
行
幸
を
迎
え
、
こ
れ
ら
を
捧
げ
た
と
ふ
え
る
記
事
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
威
を
あ
ら
わ
す
宝
器
と
し
て
の
鏡
・
剣
・
瓊
の
奉

献
は
、
あ
き
ら
か
に
地
方
豪
族
が
天
皇
を
自
己
の
支
配
者
と
認
め

服
属
す
る
意
志
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
宝
器

を
受
け
取
る
天
皇
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
部
族
の
生
活
を
守
る
た

め
に
神
の
保
護
が
必
須
の
こ
と
と
さ
れ
た
社
会
で
は
神
威
を
あ
ら

わ
す
た
め
の
宝
器
の
管
理
は
司
祭
的
首
長
の
責
任
で
も
あ
り
、
ま

た
か
れ
の
地
位
の
保
証
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（
空
。
右
の
記
事
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に
糸
た
よ
う
な
天
皇
即
位
に
あ
た
っ
て
群
臣
や
百
寮
が
行
な
う
ミ

シ
ル
シ
の
奉
献
も
、
本
質
的
に
は
こ
れ
と
同
様
の
意
味
を
も
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
天
皇
が
司
祭
的
首
長
と
し
て
四
’
五
世
紀
の

全
国
統
一
過
程
に
お
い
て
地
方
族
長
の
信
仰
的
権
威
の
根
拠
を
掌

握
し
、
こ
れ
を
媒
介
と
し
て
大
和
政
権
の
支
配
力
を
浸
透
さ
せ
て

い
っ
た
頃
か
ら
の
古
制
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
持
統
紀
に
承
た
よ
う
に
神
蝋
と
し
て
の
剣
・
鏡
が
宮

廷
神
祇
管
掌
氏
族
に
よ
っ
て
奉
献
さ
れ
る
よ
う
に
制
度
化
し
た
の

は
浄
御
原
令
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
化
の
要
因
に
は
天

皇
現
神
観
の
発
達
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
天
皇
現

神
観
は
大
化
前
後
に
お
け
る
皇
室
の
急
激
な
政
治
的
発
展
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
宛
）
、
た
め
に
天
皇
の
政
治
的
地
位

は
不
動
と
な
り
神
格
化
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
即
位
に
行
な
わ

れ
る
ミ
シ
ル
シ
も
、
こ
と
さ
ら
に
神
の
輿
と
さ
れ
て
鏡
・
剣
で
代

表
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
奉
献
さ
れ
る
意
味
は
従
来
の
服
属
的
意
志
の

表
徴
に
加
え
て
、
現
つ
神
と
し
て
の
皇
位
を
継
承
す
る
意
味
が
大

化
前
後
か
ら
重
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
即

位
儀
礼
を
制
度
化
し
荘
厳
に
す
る
こ
と
が
浄
御
原
令
の
ね
ら
い
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。
浄
御
原
令
は
天
武
十
年
に
制
定
に
着
手
さ

れ
、
天
皇
即
位
前
年
の
持
統
三
年
六
月
に
発
布
さ
れ
、
天
武
朝

の
成
果
を
加
え
た
大
化
以
来
の
新
法
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ

る
ａ
）
。
そ
う
す
る
と
、
浄
御
原
令
に
の
っ
と
っ
て
行
な
わ
れ
た

書
紀
に
承
え
る
持
統
天
皇
の
即
位
儀
礼
の
母
胎
は
、
古
く
は
四
’

五
世
紀
以
来
の
古
制
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
近
く
は
書
紀
に
は
き

わ
め
て
簡
略
に
一
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
武
天
皇
の
即
位
儀
礼
次
第

に
あ
っ
て
、
天
武
天
皇
即
位
の
場
合
も
持
統
天
皇
の
場
合
と
同
様

に
、
剣
・
鏡
を
ミ
シ
ル
シ
と
し
て
奉
献
さ
れ
た
た
め
に
浄
御
原
令

に
制
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
こ
の
奉

献
に
忌
部
氏
が
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
の
は
天
武
朝
の
神
祗
政
策
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
）
。
壬
申
の
乱
は
天
智
朝
の
中
央
集
権

化
政
策
に
不
満
を
も
つ
豪
族
が
天
武
天
皇
を
支
持
し
、
と
く
に
美

濃
・
尾
張
な
ど
の
東
国
豪
族
の
勢
力
を
利
用
し
、
ま
た
伊
勢
神
宮

の
援
助
も
あ
っ
て
（
翌
、
天
武
天
皇
の
勝
利
と
な
っ
た
。
こ
の
乱

に
東
国
豪
族
の
一
つ
と
し
て
尾
張
氏
が
参
加
し
た
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
が
、
天
武
天
皇
の
即
位
に
あ
た
っ
て
天
皇
を
支
持
し
た
諸

豪
族
は
臣
従
を
誓
い
、
天
皇
が
美
濃
・
尾
張
な
ど
か
ら
兵
を
起
し

た
と
い
う
記
念
的
意
味
を
も
っ
て
、
神
璽
の
剣
と
し
て
尾
張
氏
祭

祀
の
熱
田
社
に
存
置
さ
れ
て
い
た
草
薙
剣
が
奉
献
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
草
薙
剣
は
天
武
天
皇
即
位
に
際
し
て
熱
田
社
か
ら

大
和
の
宮
廷
に
運
ば
れ
、
天
皇
の
身
辺
に
置
か
れ
て
い
た
が
へ
朱

鳥
元
年
に
再
び
熱
田
社
へ
返
還
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

草
薙
剣
が
語
ら
れ
て
い
る
古
事
一
記
の
天
孫
降
臨
の
説
話
は
、
天

武
朝
に
ほ
ぼ
そ
の
形
が
整
え
ら
れ
、
こ
の
と
き
特
別
に
勢
力
を
も

っ
て
い
た
伊
勢
神
宮
に
関
係
の
深
い
神
斉
が
こ
の
説
話
に
と
り
入

一
一
一
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れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
（
翌
、
ま
た
記
紀
に
ふ
る

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
は
、
天
武
天
皇
に
よ
っ
て
古
事
記
の
前
身
が

編
纂
さ
れ
た
と
き
、
六
世
紀
代
に
成
立
し
た
原
伝
説
に
代
わ
っ
て

伊
勢
神
宮
所
伝
の
タ
ヶ
ル
伝
説
が
正
伝
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
亜
）
。
こ
の
よ
う
に
、
草
薙
剣
を
語
る

諸
伝
説
が
天
武
朝
を
中
心
に
整
形
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
剣
が
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
天
武
朝
の
宮
廷
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
た
め
で

あ
り
、
壬
申
の
乱
に
お
け
る
尾
張
氏
の
参
加
に
よ
っ
て
、
熱
田
社

と
と
も
に
保
護
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
剣
が
熱
田
社
に
存
置
さ
れ
て
い
た
の
に
伊
勢
神
宮
の
神
威
を

象
徴
す
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
六
世
紀
中
葉
頃
に

行
な
わ
れ
た
習
合
合
体
以
後
も
熱
田
社
は
伊
勢
神
宮
の
分
社
と

い
う
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
さ

れ
、
と
く
に
古
事
記
で
は
熱
田
社
に
つ
い
て
一
言
も
ふ
れ
て
い
な

い
の
は
、
草
薙
剣
に
つ
い
て
の
諸
伝
説
が
主
と
し
て
神
宮
側
の
所

伝
を
通
し
て
語
ら
れ
た
た
め
と
考
え
る
。
書
紀
に
「
初
日
本
武
尊

所
侃
草
薙
横
刀
。
是
今
在
一
一
尾
張
国
年
魚
市
郡
熱
田
社
一
也
」
（
景
行

五
十
一
年
紀
）
と
承
え
る
の
は
、
お
そ
ら
く
熱
田
社
が
天
武
朝
の

宮
廷
の
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
社
が
草
薙
剣

の
重
要
視
と
と
も
に
書
紀
編
纂
者
の
意
識
に
あ
り
本
文
に
挿
入
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
右
の
記
事
中
に
ふ
え
る
「
今
」
は
、
草
薙

剣
を
熱
田
社
に
返
還
し
た
朱
鳥
元
年
以
降
、
書
紀
完
成
時
の
養
老

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
（
前
川
）

四
年
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
の
は
じ
め
に

か
げ
て
の
頃
を
示
す
も
の
と
ふ
た
い
。

以
上
、
粗
略
な
が
ら
も
草
薙
剣
の
活
躍
が
語
ら
れ
て
い
る
ヤ
マ

ト
タ
ヶ
ル
伝
説
を
主
と
し
な
が
ら
、
熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
熱
田
社
は
天
武
朝
を
す
ぎ
奈
良
時
代
に
は
史
料
に
全

く
姿
を
糸
せ
ず
、
平
安
初
期
に
は
神
階
昇
叙
の
記
事
が
散
見
ざ

れ
ぉ
）
、
と
り
わ
け
問
題
の
多
い
神
社
で
あ
る
。
ま
た
同
社
の
祭

祀
に
あ
た
っ
て
い
た
尾
張
氏
や
三
種
の
神
器
の
成
立
に
つ
い
て
も

種
々
論
ず
ぺ
ぎ
点
が
少
な
く
な
い
が
、
紙
数
も
つ
き
た
の
で
、
こ

れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
註
〕

（
１
）
津
田
左
右
吉
氏
『
日
本
古
典
の
研
究
』
上
一
四
一
頁
。

（
２
）
上
田
正
昭
氏
『
日
本
武
尊
」
二
一
○
’
二
二
頁
。

（
３
）
直
木
孝
次
郎
氏
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
と
伊
勢
神
宮
」
Ｓ
京
大
国
史

論
集
』
一
所
収
）
六
○
頁
。

（
４
）
『
古
代
歌
謡
集
』
ｓ
日
本
古
典
文
学
大
系
』
所
収
）
五
八
頁
の
よ
ゑ

下
し
に
従
う
。

（
５
）
直
木
孝
次
郎
氏
「
古
事
記
天
孫
降
臨
条
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
『
日
本

古
代
史
論
叢
』
所
収
）
四
九
九
頁
。

（
６
）
直
木
孝
次
郎
氏
『
壬
申
の
乱
』
八
○
’
八
一
頁
。

（
７
）
竹
内
理
三
氏
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
」
八
一
一
頁
。

（
８
）
允
恭
靴
所
有
の
刑
部
の
氏
姓
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
（
続
紀
、
神
護
景

雲
元
年
五
月
戊
辰
条
）
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
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（
９
）
澄
田
正
一
氏
「
古
墳
文
化
に
現
わ
れ
た
地
域
社
会
Ｉ
尾
張
」
（
『
日
本

考
古
学
講
座
』
５
所
収
）
一
二
一
－
一
二
一
一
頁
。

（
⑱
）
上
田
正
昭
氏
「
国
県
制
の
実
態
と
そ
の
本
質
」
ｓ
日
本
古
代
国
家
成

立
史
の
研
究
』
所
収
）
一
三
四
頁
。
同
氏
の
調
査
に
設
え
る
。

（
、
）
上
田
氏
、
註
（
、
）
稿
、
一
四
三
頁
。

（
、
）
上
田
正
昭
氏
「
県
主
と
祭
祀
団
」
（
註
（
、
）
前
掲
書
所
収
）
一
七

四
頁
。

（
、
）
続
紀
『
天
平
宝
字
元
年
十
二
月
壬
子
条
お
よ
び
同
二
年
四
月
庚
申
条
。

（
咄
）
上
田
正
昭
氏
「
氏
族
系
譜
の
成
立
」
（
註
（
、
）
前
掲
書
所
収
）
三
二

○
頁
。

（
お
）
津
田
氏
、
注
（
１
）
前
掲
書
、
四
六
頁
以
下
。

（
妬
）
井
上
光
貞
氏
「
日
本
国
家
の
起
源
』
一
一
九
頁
。

（
Ⅳ
）
「
継
体
・
欽
明
朝
内
乱
の
史
的
分
析
」
ｓ
古
代
国
家
の
解
体
』
所
収
）
。

「
継
体
朝
の
動
乱
と
神
武
伝
説
」
ｓ
日
本
古
代
国
家
の
構
造
』
所
収
）

（
旧
）
藤
谷
俊
雄
。
直
木
孝
次
郎
両
氏
『
伊
勢
神
宮
』
二
二
’
二
一
一
一
頁
。

（
ｐ
）
群
書
類
従
、
補
任
部
所
収
。

（
卯
）
註
（
喝
）
前
掲
書
、
二
六
頁
。

（
皿
）
岡
田
精
司
氏
「
伊
勢
神
宮
の
起
源
と
度
会
氏
」
（
日
本
史
研
究
四
九
）

三
六
頁
。

（
翠
）
『
古
代
伝
承
研
究
」
二
八
一
頁
。

（
四
）
万
葉
集
注
釈
巻
第
一
所
引
の
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
に
も
「
天
日
別
命
。

神
倭
磐
余
彦
天
皇
。
自
一
一
彼
西
宮
訶
征
二
此
東
州
一
之
時
。
随
一
一
天
嘉
一

到
二
紀
伊
国
熊
野
村
『
干
し
時
。
随
二
金
烏
之
導
記
入
二
中
州
一
而
・

到
二
於
・
犯
田
下
県
『
天
皇
勅
一
一
大
部
日
臣
命
一
日
。
逆
党
胆
駒
長
髄
。

宜
二
早
征
罰
『
且
勅
二
天
日
別
命
一
日
。
国
二
有
天
津
之
方
宅
宜
レ
平
一
一
其

、
、

国
『
即
賜
一
一
標
劔
『
」
と
設
え
る
。

（
別
）
岡
田
氏
、
註
（
Ⅲ
）
稿
、
三
五
頁
。

（
坊
）
註
（
田
）
前
掲
書
、
二
八
頁
。

（
妬
）
。
（
幻
）
『
日
本
書
紀
通
釈
』
三
七
九
○
頁
以
下
。

（
肥
）
坂
本
太
郎
氏
「
飛
鳥
浄
御
原
律
令
考
」
ｓ
法
制
史
研
究
』
４
所
収
）

一
五
頁
。

（
沙
）
小
林
行
雄
氏
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
一
四
二
頁
。

（
犯
）
直
木
孝
次
郎
氏
「
天
照
大
神
と
伊
勢
神
宮
の
起
源
」
（
『
古
代
社
会
と

宗
教
』
所
収
）
一
八
頁
。

（
Ⅲ
）
直
木
孝
次
郎
氏
『
持
続
天
皇
』
二
○
四
頁
。

（
犯
）
註
（
旧
）
前
掲
書
、
三
六
頁
。

（
兜
）
直
木
氏
、
註
（
５
）
稿
、
四
九
九
。

（
翌
）
直
木
氏
、
註
（
３
）
稿
、
六
二
頁
。

（
班
）
日
本
紀
略
、
弘
仁
十
三
年
六
月
庚
辰
条
に
よ
る
と
従
四
位
下
、
統
後

紀
、
天
長
十
年
六
月
壬
午
条
に
従
一
一
一
位
か
ら
正
一
一
一
位
を
、
以
後
、
三

代
実
録
、
貞
観
元
年
正
月
に
は
従
一
一
位
、
同
年
二
月
に
は
正
二
位
を

授
け
ら
れ
て
い
る
。

（
追
記
）

こ
の
小
稿
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
を
素
材
と
し
た
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

な
お
、
別
に
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
白
鳥
伝
説
の
一
考
察
」
（
「
日
本
歴
史
」
第

一
七
二
号
昭
三
七
・
九
）
を
発
表
し
た
の
で
、
小
稿
と
あ
わ
せ
読
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
都
立
小
山
台
高
等
学
校
勤
務
）

一

四
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